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一一紛

・ｍ
に

け
仄

一

読
書
の
秋

・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

・
稔
り
の
秋
等
々
暑

一

い
夏
も
終
わ
り
、
皆
様
に
は
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
一

存
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

今
や
世
界
経
済
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
よ
る
一

膨
大
な
損
失
の
為
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
保
険
会
社

一

や
メ
ガ
バ
ン
ク
が
、
次
々
と
経
営
破
綻
を
招
き
、
そ
一

の
影
響
は
全
世
界
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
一

国
内
に
お
い
て
は
、
農
薬
や
カ
ビ
に
よ
る
汚
染
米

一

の
販
売
や
、
中
国
産
ミ
ル
ク
の
メ
ラ
ミ
ン
混
入
な
ど
、
一

食
に
対
す
る
安
全
問
題
を
は
じ
め
、
次
々
と
明
る
み
一

に
な
る
厚
生
年
金
の
掛
け
金
の
改
ざ
ん
等
々
、
安

一

全

・
安
心
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
一

そ
ん
な
中
で
国
の
政
局
は

福
田
首
相
の
突
然
の
辞

一

任
に
よ
り
、
麻
生
新
総
理
大
臣
の
誕
生
、
衆
議
院
の
解

一

散
・
総
撰
翠
等
が
噂
さ
れ
、
毎
日
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動

一

］
¨
』
中
［
囃
叫

¨
畔
噌
綬
狙
邁
却
鏡
づ
場
ぼ
嘲
嗣

一

気
な
県
土
と
駒
ケ
根
市
の
為
に
、
毎
日
頑
張
っ
て
お

一

り
ま
す
が
、
日
本
が
元
気
に
な
る
に
は
、
先
ず
地
域

一

が
元
気
に
な
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
一
番
大
切
だ
と

一

考
え
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

毎
月
各
地
区
へ
お
邪
魔
し
て
、
県
政
の
最
近
の
情

一

勢
等
を
お
話
し
、
皆
様
の
お
声
を
お
聞
か
せ
戴
い
て
、
一

地
域
元
気
Ｕ
Ｐ
の
会
を
開
催
致
し
て
お
り
ま
す
の
一

で
、
御
地
で
開
催
の
折
に
は
、
是
非
ご
出
席
戴
い
て
一

ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
一

長
野
県
薩

〓議
員

佐

な

ふ

孫

み
　

一

餞
犠
驚
畿
盤
晨
警
ぶ
Ｉ
Ｑ

強
化
七
寄
勤
藩
騰
鶴
ｆ

九
月
議
会
で
佐
二
塞
買
は
、
こ
讐
簡
で
、
①

行
政
詐
置
に
つ
い
て
、
②

技
術
戦
員
の
活
用
に
つ
い

て
、
③

中
山
間
地
域
の
活
用
に
つ
い
て
、
知
事
及
び

担
当
部
課
長
に
質
し
ま
し
た
。
　
そ
の
中
で
、
特
に

駒
ヶ
根
市
に
関
係
す
る
農
葉
護
ｒ具
普
及
セ
ン
タ
ー
の

廃
上
に
つ
い
て
抜
粋
し
ま
し
た
。

現
地
機
関
の
見
直
し
の
中
で
、
県

民
の
所
得
に
一
番
影
響
を
及
ぼ
す
機
関
は
、
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
だ
と
考
え
る
。

普
及
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
直
接
農
家
と

接
し
て
、
農
業
所
得
に
影
響
を
与
え
、
農
家

の
存
亡
さ
え
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
普
及

セ
ン
タ
ー
の
再
編
は
、
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
、
農
家
の
方
々
の
意
見
を
聴
き
、
納
得
の

上
で
進
め
、
農
業
と
農
家
の
味
方
と
な
る
普

及
員
の
、
更
な
る
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
県
の
所
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

闇
囲
国
園
　
今
回
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
組
織
改
正
は
、
「長
野
県

食
と
農
業

農
村
振
興
計
画
」
の
推
進
の
た
め
に
、
専
門

性
・組
織
力
を
発
揮
し
や
す
い
体
制
と
し
て
、

町
村
や
農
業
者
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
　
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動

は
高
度
化
す
る
技
術

・
経
営
へ
の
対
応
と
と
も
に
、

集
落
営
農
の
推
進
な
ど
、
今
日
的
課
題
へ
の
組
織
的

な
対
応
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
ま
た
重
要
な
課

題
を
抱
え
る
地
域
に
対
し
て
は
、
地
域
担
当
係
の
設

置
な
ど
機
動
的
で
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
活
動
体

制
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

技
術
職
員
の
活
用

は
、
地
域
担
当
係

を
置
く
な
ど
体
制

強
化
と
業
務
の
効

率
化
を
図
る
と
同

時
に
、

今
迄
の
支
所
も
有
効
に
活
用
し
、
駐
在
員
を
置
い
て

会
議
や
相
談
は
今
迄
ど
お
り
行
う
等
の
活
用
を
強

く
要
望
す
る
。
ま

た
、
新
規
就
農
準

備
校

に
対
し
て

も
、
長
い
目
で
見

て
上
に
根
を
張
る

ま
で
支
援
し
、
成

果
を
上
げ
て
戴
き

た
い
。

闇
囲
割
国
一　
駒
ケ
根
支
所
管
内
に
対
し
て
は
、
地

域
担
当
係
な
ど
普
及
と
し
て
、
専
門
性
を
発
揮
で
き

る
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。
　
駒
ケ
根
市
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
、
新
規
就
農
準
備
校
な
ど
新
規
就
晨
者

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
志
す
皆
様
が

一
日
も
早
く
自
立
で
き
る
よ

，２

ま
さ
に
普
及
セ
ン

タ
ー
が
組
織
を
挙
げ
、
金
力
で
対
応
す
べ
く
重
要
課

題
と
認
識
し
て
お
り
、
技
術
面
・経
営
面
の
支
援
に

引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
々
木
県
議
は
、
十
月
二
日
の
衛
生
委
員
会

で
、
公
立
病
院
の
機
能
分
担
と
地
域
医
療
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
質
問
し
て
お
り
ま
す
。

上
伊
那
の
人
口
十
万
人
当
た

り
の
医
師
の
数
は
、
ま
た
地
形
的
に
南
北
に
長
く
、

長
野
・伊
那
中
央
・
昭
和
伊
南
の
公
立
三
病
院
が
あ

る
が
、
そ
の
位
置
づ
け
と
役
割
分
担
・機
能
分
担
を
、

県
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
指
導
し
て
行
く
の
か
。

上
伊
那
は
人
口
十
万
人
当
た

り
の
医
師
数
は
県
が
百
九
十
人
に
対
し
て
百
三
十

四

・
二
人
と
少
な
い
。
公
立
病
院
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
医
師
不
足
と
診
療
科
目
に
よ
つ
て
は

患
者
が
集
中
、
或
い
は
新
た
な
設
備
投
資
等
の
課
題

が
あ
る
。
現
在
公
立
病
院
改
革
ブ
ラ
ン
策
定
の
流
れ

の
中
で
、
分
担
と
連
携
の
あ
り
方
を
地
域
が
主
体
で

一奪
え
て
も
ら
い
た
い
。上

伊
那
地
域
は
県
内
で
も
医
師

不
足
が
深
刻
「
県
と
し
て
積
極
的
な
医
師
の
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

園
胴
躙
園
囲
園
国
国
　
上
伊
那
は
木
曽
に
続
い

て
医
師
が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
公
的
病
院
の
役
割

が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
県
全
体
の
医
師
の
絶

対
数
が
少
な
い
状
況
下
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で

医
師
確
保
に
努
め
て
行
き
た
い
。

囲
日

闇

圃

牛
縁

罷

護

萎

具

本
で
、
昭
和

伊
南
総
合
病
院
の
機
能
評
価
を
行
つ
た
が
、
当
日
の

記
者
会
見
で
機
能
不
十
分
と
の
発
表
を
し
て
し
ま

っ
た
。
　
い
き
な
り
の
発
表
で
風
評
被
害
が
出
て
お

り
、
当
病
院
も
困
惑
し
て
い
る
、
今
後
地
域
住
民
の

不
安
・混
乱
を
払
拭
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

当
日
の
機
能
評
価
委
員
会
と

し
て
の
意
見
交
換
の
場
は
、
委
員
会
の
決
定
に
よ
り

非
公
開
と
さ
れ
た
。

事
後
的
に
記
者
の

方
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
記
者
会
見
を

す
る
の
が
通
例

そ

の
中
で
共
同
取
材

に
応
じ
た
。

委
員
会
の
結
論

を
会
議
当
日
発
表

の
場
と
す
る
意
図

は
な
か
つ
た
。
そ
の
点
は
理
解
し
て
は
し
い
。
地
域
の

住
民
に
不
安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
が
無
く
な
れ
ば
、
一
次
救
急
二
一次

救
急
も
無
く
な
る
と
い
う
誤
解
も
あ
る
と
思
λ

昭
和
伊
南
総
〈里
病
院
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
は
平
成
十
七
年
六
月
議
会
で
当
時
の

部
長
が
返
上
す
べ
き
と
の
発
言
以
降
の
経
過
も
あ

る
。
そ
の
経
過
か
ら
県
も
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。

園
園
回
園
図
園
　
平
成
十
七
年
当
時
と
比
べ
医

師
数
が
急
激
に
減
っ
て
い
る
。
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
県
が
一
方
的
に
提
案
す
る
の
で
は
な
く
、
一地
域
の

理
解
を
得
な
が
ら
や
つ
て
行
く
。

囲
周
閑
園
圏
一　
ね
じ
れ
の
原
因
は
県
に
あ
る
。

瞳
景
な
ど
を
呼
ん
で
テ
ー
ブ
ル
を
つ
く
り
、
県
が
主

体
で
取
り
組
ん
で
は
し
い
。

園
圏
厠
園
　
お
つし
や
る
と
お
り
で
あ
る
。

上
伊
那
の
救
急
を
ど
う
す
る
か
、
地
域
全
体
の
足
並

み
が
揃
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

皆
さ
ん
の
お
声
を
お
闘
か
せ
下
さ
い
！

安
全
で
安
心
の
地
域
づ
く
り
に
勢
力
し
ま
す
。

※

群
し
い
日
々
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ベ
ー
ジ
の
プ
圏
グ
を
ご
覧
下
さ
い
。


